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 ◇ 公開シンポジウム「地球環境問題の現状と私たちの健康・産業保健の
    役割」の開催について（ご案内）
 ◇ 公開シンポジウム「The Future of Democracy in Civil Society」
　　（ご案内）
 ◇ 公開シンポジウム「法における『公と私』の関わり−その多面的位相」
　　の開催について（ご案内）
 ◇ 公開シンポジウム「琵琶湖地域の環境共生社会の実現に向けて」の
　　開催について（ご案内）
 
  公開シンポジウム「地球環境問題の現状と私たちの健康・産業保健の
  役割」の開催について（ご案内）

　現代社会に住む我々は、多くの環境リスクに曝されています。　
　本シンポジウムは、産業衛生学会との共催により、地球環境問題として、
海洋と温暖化の関連、経済学からみた循環型社会、温暖化の健康影響を取
り上げ、あわせて産業保健はこれらの分野の問題にどのようにかかわって
いくべきかについて産業衛生の専門家、行政、市民と意見を交わすことを
目的に開催するものです。
　◆日　時：平成20年６月27日（金）9:00～11:00
  ◆会　場：札幌コンベンションセンター
　　　　　　（札幌市白石区東札幌６条１丁目１番地１号）
  ◆演　者：吉野博（東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻サステ
　　　　　　ナブル環境構成学分野教授）、池田 元美（北海道大学地球環
　　　　　　境科学研究院教授）、内山 巌雄（京都大学大学院工学研究科
            教授）、吉田 文和（北海道大学公共政策大学院教授） 
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/51-s-3-1.pdf
　【お問い合わせ先】      
　　＜第81回日本産業衛生学会 事務局＞ 
　　北海道大学大学院医学研究科予防医学教室公衆衛生学分野 
　　〒060-8638 札幌市北区北15条西7丁目 
　　TEL: 011-706-5068 FAX: 011-706-7805 
　　E-mail: sanei81@med.hokudai.ac.jp 

  公開シンポジウム「The Future of Democracy in Civil Society」
　（ご案内）
　参加と平等を担保する民主的制度の導入というポリアーキーの主張は、
「少数の支配者と多数の被支配者」という時代には有効であった。しかし、
すでに大半の先進国で民主的政治制度が導入された現在では、「市民と市
民」の間の利害の衝突がどのように解決するのかが重要な課題となってい
る。そこで、本シンポジウムでは、市民社会における民主主義の展望につ
いて、アジアの若手研究者が各々の立場から報告し、より良い市民社会を
構築するための制度的要件について議論することにしたい。なお、シンポ
ジウムは英語で行われる。
　◆日　時：平成20年7月5日（土）　10：00～15：00　
　◆会　場：中京大学名古屋キャンパス・センタービル6階会議室
　　　　　　（名古屋市昭和区八事本町101−2）
　◆演　者：Yuuta Kamahara(Keio University),
　　　　　　Premakumara Jagath Dickellagamaralalage(Meijyo University), 
　　　　　　Tae Hee Kim(Keio University)ほか
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/57-s-1-3.pdf 
   　【お問合せ先】
　　E-mailもしくはFaxにて必要事項（氏名、所属、連絡先電話番号、Ｅ-
　　mailアドレス）をご記入の上、以下の問い合わせ先担当宛、お申し込
　　みください。
　　愛知学院大学総合政策学部　担当：森正　
　　t-mori@psis.aichi-gakuin.ac.jp
　
　公開シンポジウム「法における『公と私』の関わり−その多面的位相」
　の開催について（ご案内）
　(開催趣旨)
　法学の様々な領域おいて「公と私」という視点からどのような問題が析
出されるかを具体的に提示し、それらを通じて、法における「公と私」の
問題の所在を探ることがシンポジウムの趣旨である。当分科会の審議の成
果の発表である。
　◆日　時：平成20年7月5日（土）　13：00～17：00　
　◆会　場：上智大学法科大学院（千代田区紀尾井町7−１）
　◆発表者：吉田克己（北海道大学教授、日本学術会議連携会員）、吉村
　　　　　　良一（立命館大学教授、日本学術会議連携会員）、小幡純子
　　　　　　（上智大学、日本学術会議連携会員）ほか
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/54-s-1-4.pdf
　
　※参加費無料、事前参加申込不要。
　【お問合せ先】
　　日本学術会議事務局第一部担当　高橋　　
　　E-mail:s251@scj.go.jp        
　　Fax:　03-3403-1640 

　公開シンポジウム「琵琶湖地域の環境共生社会の実現に向けて」
  の開催について（ご案内）
　琵琶湖地域において環境共生社会を実現するためには、どのようなこと
が必要なのか、行政、研究者、市民・NPOの立場からご講演いただき、参
加者とともにそれぞれの役割について議論を行う。また、これらの地域の
関係主体がどのように連携すべきであるのか、環境共生のための望ましい
地域協働のあり方についても検討する。

　◆日　時：平成20年7月5日（土）　14：00～17：00　
　◆会　場：大津市生涯学習センター（滋賀県大津市本丸町6番50号）
　◆演　者：嘉田由紀子（滋賀県知事）、 内藤正明（滋賀県・琵琶湖環境
　　　　　　科学研究センター長）、仁連孝昭（滋賀県立大学教授）ほか
 　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/57-s-1-1.pdf 
　【参加申込み方法】 
　事前申し込みは不要。公開シンポジウムであるため参加は無料とする。
　【問い合わせ先】
　日本環境共生学会　本部事務局　担当：阿知和、児玉
　連絡先電話番号　052-627-0300　
　Ｅ-mailアドレス　jahes@kankyosoken.or.jp　　　　　
　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-05.html
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
 （p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
